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郵
政
ユ
ニ
オ
ン
が
ス
ト
ラ
イ
キ

針路

　 

３
月
２
３
日
、
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は
「
１
６
春
闘
勝
利
！
正
社
員
化
と
均
等
待
遇
を

求
め
る
ス
ト
ラ
イ
キ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
全
国
で
１
０
０
０
名
を
超
え
る
組
合
員

が
集
会
を
行
い
ま
し
た
。
高
知
県
で
も
、
県
労
連
、
全
労
協
加
盟
組
織
、
共
産

党
、
新
社
会
党
か
ら
３
０
名
以
上
が
支
援
に
訪
れ
、
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
の
ス
ト
ラ
イ
キ

を
励
ま
し
、
要
求
の
前
進
を
誓
い
ま
し
た
。

要
求
前
進
を
勝
ち
取
ろ
う
！

高 知
県労連
高 知

県労連

２
０
条
裁
判
で
格
差
是
正
を
！

 
　 

郵
政
職
場
は
日
本
最
大
の
非
正
規
職

場
で
、
１
０
万
人
の
非
正
規
職
員
が
い

ま
す
。
亀
井
元
郵
政
大
臣
の
正
規
化
の

掛
け
声
も
２
年
足
ら
ず
で
止
み
、
「
新

一
般
職
」
な
る
い
わ
ゆ
る
「
限
定
正
社

員
」の
制
度
が
生
れ
ま
し
た
。
現
在
、
郵

政
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
の
仲
間
は
、
均
等
待

遇
を
定
め
た
労
働
契
約
法
２
０
条
に
違

反
す
る
と
裁
判
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

要
求
を
大
き
く
掲
げ
前
進
を

 

　 

す
で
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
赤
信
号
が
灯

り
、
円
安
株
高
の
金
看
板
は
剥
げ
落
ち

て
い
ま
す
。
株
価
は
乱
高
下
を
続
け
、

株
価
連
動
内
閣
は
２
カ
月
連
続
で
支
持

率
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ

ン
の
鎖
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
幻
想
を
与

え
る
た
め
に
、
財
界
への
３
年
連
続
の
賃

上
げ
要
請
を
行
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
５

年
に
５
年
ぶ
り
の
ベ
ア
要
求
を
し
た
連
合

も
、
今
年
は
要
求
を
昨
年
の
半
分
の
３

０
０
０
円
に
抑
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

回
答
も
半
分
の
１
５
０
０
円
と
な
り
ま

し
た
。

　 

田
口
委
員
長
は
、「
山
よ
り
大
き
な

イ
ノ
シ
シ
は
出
な
い
。
１
つ
の
意
味
は
、

要
求
よ
り
大
き
な
回
答
は
出
な
い
。
連

合
大
手
の
自
粛
要
求
が
、
全
体
の
足
を

引
っ
張
っ
て
い
る
。
２
つ
目
は
、
連
合
は
、

大
企
業
は
要
求
を
抑
え
、
中
小
、
地

方
で
そ
れ
を
超
え
る
賃
上
げ
を
獲
得
す

る
と
言
っ
て
い
る
が
、
元
請
け
の
大
企
業

が
１
５
０
０
円
な
の
に
中
小
、
下
請
け
で

そ
れ
を
超
え
る
回
答
が
出
る
訳
が
な
い
。

地
方
も
同
じ
。
官
製
春
闘
終
焉
の
今
こ

そ
、
自
分
た
ち
の
手
で
賃
上
げ
を
獲
得

し
よ
う
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
破
た
ん
の
つ
け
は
国
民
に

　 

厚
生
労
働
省
が
４
月
５
日
に
発
表
し

た
調
査
に
よ
る
と
、
昨
年
の
冬
の
ボ
ー
ナ

ス
の
平
均
は
、
前
年
よ
り
０
・３
％
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
夏
の
ボ
ー

ナ
ス
も
２
・
８
％
減
少
し
て
お
り
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
を
支
え
る「
官
製
春
闘
」
は
破

た
ん
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
す
。
さ
ら

に
、
４
月
か
ら
は
食
料
品
や
国
民
年
金

の
保
険
料
、
大
病
院
の
受
診
料
な
ど

「
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
」
と
な
り
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
破
た
ん
の
つ
け
が
国
民
へと
転
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

安
保
関
連
法(

戦
争
法)

が
施
行

自
衛
隊
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
・
国
内
の
危
険
性
は
増
加

　 

県
労
連
は
３
月
２
９
日
、
安
保
関
連

法(

戦
争
法)

の
施
行
に
抗
議
し
、
県
庁

前
交
差
点
で
早
朝
宣
伝
を
行
い
ま
し

た
。
県
内
の
Ｔ
Ｖ
局
す
べ
て
が
取
材
に
訪

れ
、
世
論
の
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
現
地
へ派
遣
さ
れ
る
自
衛
隊

は
も
ち
ろ
ん
、
現
在
人
道
支
援
な
ど
の

活
動
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
人
々
、
そ
し

て
日
本
自
体
が
フ
ラ
ン
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
の
よ

う
な
テ
ロ
の
対
象
と
な
る
危
険
性
が
増

加
し
ま
し
た
。
戦
争
法
発
動
を
許
さ
な

い
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

家
の
近
所
に
新
し
い
コ
ン

ビ
ニ
が
で
き
た
。
コ
ン
ビ
ニ
の

利
便
性
と
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
品
ぞ
ろ
え
を
一

体
化
し
た
、
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
買

い
物
難
民
に
な
る
恐
れ
の
あ
る
地
域
の

住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
、
と
の
こ
と
▲

近
く
に
地
元
の
農
協
女
性
部
が
運
営
す

る
農
産
物
直
販
店
が
あ
る
が
、
そ
こ
が

惣
菜
を
始
め
た
き
っ
か
け
が
、「
お
店
を

や
っ
て
み
る
と
、
地
域
に
は
独
居
高
齢

者
が
多
い
こ
と
、
お
店
が
な
く
、
買
い

物
に
苦
労
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
た

め
」と
聞
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
市
街

地
ま
で
車
で
１
０
分
と
か
か
ら
な
い
地
区

だ
が
、
実
態
は
こ
う
だ
。
中
山
間
地
域

で
も
、
周
辺
部
よ
り
市
街
地
に
近
い
が

バ
ス
路
線
も
な
い
地
域
に
住
ん
で
い
る
人

の
方
が
買
い
物
に
不
便
し
て
い
る
声
も
聞

く
▲
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
は
、

地
域
と
自
治
体
を
広
域
化
し
た
。
し
か

し
、
結
局
、
地
域
社
会
は
歩
い
て
行
け

る
範
囲
で
あ
っ
た
こ
と
を
こ
れ
ら
の
例
は

示
し
て
い
る
▲
さ
て
、
世
は
「
地
方
創

生
」
で
あ
る
。
経
済
振
興
、
定
住
人
口

確
保
、
確
か
に
持
続
可
能
な
地
域
・自

治
体
の
た
め
に
は
必
要
だ
。
し
か
し
同
時

に
、
住
民
の
福
祉

（幸
福
）
の
増
進
を

住
民
の
リ
ア
ル
を
出
発
点
に
考
え
る
視

点
が
不
可
欠
だ
▲
岩
手
県
の
達
増
知
事

は
、
雑
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
、
自
治
と

震
災
復
興
を
重
ね
つ
つ
、「
一
人
ひ
と
り

の
生
身
の
人
間
に
注
目
す
る
」「
一
人
も

取
り
残
さ
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
。
（筒
）
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選挙勝利で戦争法廃止 ・ くらし守る

政治の実現を！

転
換
し
よ
う
！

戦争する国 ・ 憲法改悪

ＴＰＰ推進・原発再稼働

増税 ・ 社会保障削減

労働法制改悪

大
西
聡　
Ｓ
Ｏ　
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
！

大西聡氏の経歴

1963 年　徳島県美馬郡 （現美馬市） 脇町に生まれる。

　　　　　　脇町高校卒業後、 中央大学法学部入学。

1993 年　司法試験合格。

1996年　徳島弁護士会登録、 木村清志法律事務所入所。

2003年　徳島県美馬市脇町で独立開業｡

　元 日弁連消費者問題対策委員会委員

　元 徳島県男女共同参画会議委員

　徳島弁護士会会長・日本弁護士連合会理事(2013年度)

　戦争をさせない1000人委員会徳島事務局長

【担当事件】

　鳴門教育大学セクハラ訴訟事件、会社役員冤罪

　事件、 四国トンネルじん肺訴訟

１． 立憲主義を取り戻し、 憲法違反の安保関連法廃止と集団的自衛権行使容認の閣議決定の撤回をめざします。

２． 立法措置による参議院 「高知 ・ 徳島」 合区の解消をめざします。

３． アベノミクスによる国民生活の破壊を許さず、 拡大した格差と貧困を是正します。

４． 現行のままでの消費税の１０％増税に反対し、 不公平税制の抜本是正を進めます。

５． 原発に依存しない社会の早期実現、 再生可能エネルギーの推進を図ります。

６． 南海トラフの巨大地震対策をハード。 ソフト両面で強力に進めます。

７． 国会決議と政府与党の公約に違反し、 情報開示が不十分なままでのＴＰＰの批准には反対します。

８． 一次産業の発展、 医療、 福祉サービスの確保、 買い物難民対策の充実などで住み続けられる地域づくりをすす　　

め、 中山間地域の振興を図ります。 農業破壊、 地域破壊を許しません。

９． 希望ある共生社会をめざします。

　　①子育て支援の整備・拡充、 ②若者支援の充実、 ③年金・医療など社会保障拡充、 ④男女共同参画社会の実現

１０． 民意を踏みにじって進められる米軍辺野古新基地建設に反対します。

～ 参議院 「高知 ・ 徳島」 選挙区 ・ 政策の柱 ～

　 

３
月
９
日
、
憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン
、
オ
ー
ル
徳
島
、
民
主
、
共

産
、
社
民
、
新
社
会
が
参
議
院
「
高
知
・
徳
島
」
選
挙
に
つ

い
て
協
定
を
結
び
、
大
西
聡
さ
ん
を
統
一
候
補
に
決
め
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
は
、
三
ヶ
尻
選
挙
区
予
定
候
補
を
取
り
下

げ
、
比
例
予
定
候
補
に
な
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
、
県
労
連
は
大
西
聡
予
定
候
補
の
推
薦
を
決
定
し
ま

し
た
。
加
盟
す
る
産
別
・
単
組
で
も
組
織
決
定
を
行
い
、
選

挙
戦
の
勝
利
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
衆
参
同
時
選
挙
の
可
能
性
も
高
ま
る
７
月
の
選
挙
。
そ
の
争

点
は
、
①
安
保
関
連
法
・
憲
法
改
悪
、
②
破
綻
し
た
ト
リ
ク

ル
ダ
ウ
ン
論
か
ら
の
転
換
、
③
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
、
原
発
再
稼
働
、

庶
民
増
税
、
社
会
保
障
削
減
、
労
働
法
制
改
悪
を
推
し
進
め

る
安
倍
政
権
（ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
）
の
打
倒
で
す
。
大
西
聡
予
定

候
補
の
勝
利
で
、
自
公
議
員
を
少
数
に
追
い
込
み
ま
し
ょ
う
！

　

丸ノ内緑地での3.19集会

はりまや橋交差点
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労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
通
信　
　

月
号

４

危険！！

安倍首相の改憲スケジュール

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
３
重
の
破
綻

①
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
論

　 「
利
益
が
中
小
企
業
へ滴
り
落
ち
る
」

と
し
て
大
企
業
優
遇
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
企
業
経
営
は
安
倍
内
閣
発
足
後
３

年
間
で
経
常
利
益
が
４
５
・
２
％
増
加

し
、
内
部
留
保
は
２
２
・
４
％
と
増
加

し
続
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
連
合
が
発

表
し
た
２
０
１
６
春
闘
の
賃
上
げ
回
答
の

２
次
集
約
は
２
・
１
０
％
で
昨
年
を
下

回
る
も
の
に
し
か
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　 

政
府
と
し
て
異
例
の
賃
上
げ
要
請
を

行
い
な
が
ら
推
し
進
め
て
き
た
ト
リ
ク
ル

ダ
ウ
ン
論
が
破
綻
し
、
大
企
業
の
み
が

独
り
勝
ち
し
、
中
小
零
細
企
業
や
労

働
者
に
は
利
益
が
分
配
さ
れ
て
い
な
い
状

況
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

②
増
税
路
線

  

「
５
・
５
兆
円
規
模
の
経
済
対
策
で
景

気
に
影
響
が
で
な
い
よ
う
に
す
る
」と
し

て
消
費
税
８
％
への
増
税
を
強
行
し
ま
し

た
が
、
今
年
２
月
１
５
日
に
内
閣
府
が

発
表
し
た
昨
年
１
０
月
か
ら
１
２
月
の
国

内
総
生
産
（Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
マ
イ
ナ
ス
０
・
４

％
、
年
率
換
算
で
マ
イ
ナ
ス
１
・
４
％
と

い
う
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
、
３
月
１
６
日
に
開
催
さ

れ
た
「
国
際
金
融
経
済
分
析
会
合
」
で

は
、
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ

ツ
教
授
も
来
年
４
月
の
消
費
税
１
０
％

引
き
上
げ
を
見
送
る
よ
う
に
提
言
し
、

政
府
の
増
税
路
線
の
政
策
は
失
敗
で

あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

③
金
融
緩
和

　 

黒
田
日
銀
総
裁
は
、
日
銀
券
を
市

中
に
溢
れ
さ
せ
れ
ば
、
デ
フ
レ
か
ら
の

脱
却
が
で
き
る
と
「
異
次
元
の
金
融
緩

和
」
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
３

年
が
経
過
し
て
も
効
果
は
な
い
ど
こ
ろ

か
、
今
度
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
で
地
方
銀

行
を
は
じ
め
、
金
融
不
安
が
さ
さ
や
か

れ
始
め
て
い
ま
す
。
金
融
緩
和
で
株
価

が
上
昇
し
た
か
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
金
融
緩
和
以
前
か
ら
低
す

ぎ
た
株
価
は
回
復
傾
向
に
あ
り
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
は
そ
れ
を
利
用
し
た
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。
当
初
か
ら
効
果
が
疑
わ
れ
て
い

た
金
融
緩
和
で
す
が
、
政
府
は
打
つ
手

を
失
っ
て
い
る
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

行
き
過
ぎ
た
構
造
改
革
の
見
直
し
と

　
　
底
上
げ
で
好
循
環
を
作
り
出
そ
う

　 

今
の
経
済
に
必
要
な
こ
と
は
、
１
つ

目
に
構
造
改
革
に
よ
っ
て
蔓
延
し
て
い
る

長
時
間
過
密
労
働
の
見
直
し
な
ど
、

改
悪
さ
れ
続
け
る
働
き
方
を
本
来
の
人

間
ら
し
い
働
き
方
に
戻
す
こ
と
で
す
。

２
つ
目
に
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
や
公

契
約
条
例
な
ど
に
よ
っ
て
、
労
働
者
の

賃
金
を
底
上
げ
す
る
こ
と
で
す
。

　 

弱
肉
強
食
の
社
会
で
は
な
く
、
労
働

者
の
働
き
方
と
賃
金
を
底
上
げ
す
る
こ

と
で
、
消
費
の
大
半
を
占
め
る
個
人
消

費
を
高
め
、
景
気
を
底
上
げ
す
る
こ
と

が
デ
フ
レ
経
済
か
ら
の
脱
却
を
果
た
す

効
果
的
対
策
で
す
。

【可能性】 ・ ・ ・ ・ ７月１０日か２４日の同日選挙

２０１６年７月　　　衆参同時選挙で３分の２を確保

　　　　　　　　　　　改憲原案作成作業に入る

２０１７年春　　　　改憲原案を国会提出

　　　　　　　　　　　予算成立後の５月ごろから審議入り

　　　　　　　　　　　両院での可決は秋から冬。 可決＝発議

２０１８年春～夏　国民投票

２０１８年９月　　　安倍自民党総裁の任期

　最短のスケジュールが上記日程。

　安倍首相は、緊急事態条項と憲法９条２項「改正」を掲げ、

ダブル選挙に打って出る可能性大です。

　まさに今夏の国政選挙は日本の針路がかかった選挙です。

私
達
、
高
知
一
般
労
働
組
合

は
、
『
誰
で
も
１
人
で
も
加
入
で
き

る
労
働
組
合
』と
し
て
地
域
に
開
か

れ
た
労
働
組
合
で
、
様
々
な
労
働

相
談
に
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　 

特
に
、
昨
年
は
、
高
知
県
労
連
・

地
域
労
連
と
の
連
携
が
強
ま
る
中

で
、
土
佐
清
水
市
の
第
３
セ
ク
タ
ー

の
土
佐
食
の
労
働
者
で
支
部
を
結
成

し
ま
し
た
。
始
め
は
少
数
で
し
た
が
、

職
場
オ
ル
グ
を
重
ね
、
団
体
交
渉
を

通
じ
て
要
求
の
実
現
を
勝
ち
取
る
中

で
、
組
織
拡
大
が
進
み
ま
し
た
。

　 

要
求
に
基
づ
い
て
、
声
を
挙
げ
続

け
る
事
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
改

め
て
認
識
し
た
次
第
で
す
。

【
特
徴
的
な
相
談
例
】

　 

解
雇
・
雇
い
止
め
の
相
談
で
は
、

有
期
雇
用
の
満
了
を
理
由
と
し
て
、

そ
れ
以
上
の
説
明
に
応
じ
な
い
中
小

零
細
企
業
の
経
営
者
が
存
在
し
ま

す
。

   

現
実
に
、
労
働
者
を
解
雇
・
雇
い

止
め
す
る
為
に
、
手
段
を
選
ば
な
い

使
用
者
も
多
く
、
始
末
書
・
顛
末

書
・
反
省
文
を
強
制
的
に
労
働
者

に
提
出
を
促
し
、
退
職
に
追
い
込
む

よ
う
な
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　 

パ
ワ
ハ
ラ
で
の
相
談
で
は
、
特
定
の

労
働
者
に
対
し
て
長
時
間
・過
密
労

働
を
強
い
て
、
有
給
休
暇
を
取
得

さ
せ
ず
、
時
間
外
労
働
の
賃
金
が

未
払
い
と
な
っ
て
い
る
事
例
や
、
管

理
職
か
ら
の
執
拗
な
叱
責
、
殴
る

蹴
る
の
暴
力
被
害
で
の
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。

　 

使
用
者
が
労
働
者
に
始
末
書
等
の

書
面
の
提
出
を
求
め
、
こ
れ
を
解

雇
理
由
と
す
る
事
例
も
あ
り
ま

す
。
パ
ワ
ハ
ラ
被
害
に
も
共
通
し
て
、

労
働
者
の
力
の
弱
さ
に
付
け
込
ん

で
、
職
場
の
人
間
関
係
か
ら
孤
立

化
さ
せ
、
自
ら
退
職
さ
せ
る
よ
う
仕

向
け
て
く
る
使
用
者
も
多
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

横
断
的
な
交
流
を
通
じ
て
、

　 

励
ま
し
合
い
・
共
に
闘
う
体
制
へ

　 

職
場
毎
の
状
況
は
様
々
で
は
あ

り
、
１
人
の
組
合
加
入
か
ら
増
や
し

て
い
く
こ
と
は
、
そ
う
た
や
す
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、
要
求
前
進
の
取
り
組

み
や
課
題
を
持
ち
寄
り
、
組
合
員

同
士
の
職
場
を
越
え
た
横
断
的
な

交
流
や
、
忌
憚
の
無
い
意
見
交
流

を
通
じ
て
、
孤
立
化
を
防
ぎ
、
励

ま
し
合
い
な
が
ら
、
共
に
闘
っ
て
い

く
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
（森
永
真
史
）



(4）２０１６年４月１０日　　　   　　　　　高　知　県　労　連　　　     　　　　　　　ＮＯ．１８４

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
５
月
６
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

時
事
川
柳
を
募
集
中
！

　

１
８
３
号
の
答
え
は
「
サ
ク
ラ

ゼ
ン
セ
ン
」
で
し
た
。
当
選
者
は

以
下
の
方
で
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

【
当
選
者
】

　
※
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の

都
合
上
、
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

柳
本　

誠
司　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
県
教
組
）

小
笠
原　

秀
春
さ
ん

　
　
　
　
　
（
県
教
組
）

野
村　

幸
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
高
知
一
般
）

川
柳
コ
ー
ナ
ー

おたよりの紹介

【ヨコのカギ】

① わ が 市 と

――都市関係

にある　③韮。

何と読む　⑤３

年間――してい

た寮　⑦人のあ

　

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字
を

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ

う
？

【
タ
テ
の
カ
ギ
】①
福
祉
―
―
。
介

護
―
―
　
②
経
験
を
積
み
物
事
を

よ
く
知
っ
て
い
る
人
　
③
入
学
試

験
の
略
　
④
○
○
は
苦
の
種
　
⑥
○

○
印
、
○
○
肉
　
⑧
梅
が
―
―
咲

く
ほ
ど
に
暖
か
く
な
る
　
⑪
す
っ
か

り
治
る
　
⑫
落
語
の
○
○
に
行
く
　

⑬
○
○
に
冠
を
正
さ
ず

とにつき従う　⑨

体の小さいこと。

○○っ子　⑩奈良

公園に多い　⑫大

相撲で最も多い決

まり手　⑭一騎当

○○　⑮歌い手

○この春退職したので、これから読めなくなるのが残念

です。 県教組 （Ｙ･Ｓ）

詳しくは、県労連ホームページを！

｢高知県労連｣で検索できます。

労働相談は０１２０－３７８－０６０へ

○労働相談センター通信が気になりました。パワハラが

まだあるのですね。 他人事ではなく考えさせられます。

高知一般 （Ｎ･Ｓ）

ノ
リ
カ
え
て
　
電
撃
結
婚
　
愛
之
助

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
（高
橋
狸
）

珍
し
い
　
ト
ッ
プ
を
ユ
ズ
ル
　
羽
生
く
ん

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
（高
橋
狸
）

ストップＴＰＰ講演会
と    き ： 4月 28日(木)18時～

場   所 ： 高知城ホール2Ｆ 資料代： ３００円

講   師 ： 笹渡義夫さん

（農民連副会長）

伊方原発再稼働を許さない4 ・ 23 in 松山

場   所 ： 松山市堀之内 「やすらぎ広場」

 ※県内からバスが出ますので、 希望者は産別組合までご連絡ください。

と    き ： 4月 23日(土)13時～ 16時

○ 「針路」 にあった 「自衛隊への入隊率は明らかに貧

困率が高い地域に偏っている」というのを見て、貧困が

再生産されるということを考えました。 県教組 （Ｏ･Ｈ）

○今年のメーデーは日曜日ですね！声を掛けあって中

央公園にレッツゴー！！新学期の疲れを吹き飛ばすよう

な五月晴れになれば、 なおよし。 高教組 （Ｆ･Ｔ）

○情報がわかるので楽しみにしています。これからも団

結していきましょう！！自治労連 （Ｓ･Ｍ）

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　 

　
（
源
朝
光
）

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
（源
朝
光
）

第８７回高知県中央メーデー

５月１日(日)   高知市中央公園

　

 ９：３０～　うたごえ

１０ ：００～　開会

１０ ：４５～　デモ

１１：４０～　ﾌﾟﾗｶｰﾄﾞｺﾝｸｰﾙ

　今年のメーデーは、７月に国政選挙

を控え、「安倍内閣打倒」に向けた総

決起の場となります。日曜日の開催で

すので、 ご家族連れでご参加くださ

い。（子供へのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄもあります）

　戦争法廃止２０００万署名は高知県内で５万筆を突破しました。この

署名は、 戦争法廃止を柱に据え、 ７月の参議院選挙で自公議員を

少数に追い込むための署名です。 県労連は３０００筆を超え、 最後

の追い込みです。 １筆でも多くの取り組みを進めていきましょう。


